
予備試験に向けて 

１ 目的 
「え、全然いけるじゃん。」 「こいつが受かったなら自分も受かる。」 

 
２ 自己紹介 ∵重みづけ、比較 

・明治大学 法学部 法律学科 ４年 橿渕陽（かしぶち よう） ２２歳 
・大学２年までおよそ勉強したことなし 
・平成３０年初受験 

 
３ メンタル面 
（１）目標を高く 

EX）「次で必ず上位で合格する」、×目標→〇予定 
∵・人は目標の７割しか達成できない 

・下げるのは楽 
 
（２）今からで間に合う 

∵去年の今頃の私 
ア 進行度 

・憲 ⺠ 刑 ⺠訴 刑訴：講義は終わっている 
・商：講義半分くらい 
・行政 実務：見たこともない 

イ 完成度 
・短答：まあまあ 
・論文：答練（本番レベル）で一けた台 

 
（３）試験 

ア 短答 
受かって当然、最低ライン 
→論文までの間に急成⻑できる 

イ 論文 
・みたことない問題が出た 

→ラッキー、とにかく落ち着く ∵みんなできない 
・１日目で失敗した 

→「２日目で取り返したらかっこよくね？」 
 



（４）モチベーションは上げない 
∵・１年弱の⻑丁場、常に１００％は無理 

    ・直前になれば勝手に上がる 
→予定を細分化 

EX）いつまでに〇周したい→１日：短答〇分、論文〇問 
 
（５）気合 

・行政１月、実務２週間 
・「死ぬ気」 

 
４ 勉強方法（参考程度 ∵前３名の勉強方法が確立されてる） 
（１）基本 

講義を再現 
（２）短答 

ア 講義に合わせて該当範囲 
イ １行答案つくる 
ウ 次の講義までに完璧に（７０％以上のみ） 

（３）論文 
ア 旧試験過去問集 
イ 落とした知識、論点まとめておく 
ウ 繰り返し 

（４）口述 
特になし 


